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Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項

ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ
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の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな

い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ
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　本研究の目的は，A市地域包括支援センターが実施している主任介護支援専門員に対する効果的なスキル
アップ研修のあり方を明らかにすることである。主任介護支援専門員は、スーパーバイザーとして、介護支
援専門員（スーパーバイジー）が介護保険利用者に対して行う対人援助技術の向上を支援することが求めら
れている。
　方法は，主任介護支援専門員７名を対象に半構造的面接を行い，研修目的であるスーパービジョンの習得
について、主任介護支援専門員が語った主観的評価から分析した。結果は，主任介護支援専門員全員が，研
修に参加する中で介護支援専門員支援を行う役割を認識するようになっていた。グループスーパービジョン
の方法に関する理解は，回を重ねる中で他の人のやり方を見て深まっていたが，技術の習得については，で
きていないと感じている者が多かった。特に，できていない技術としてあげられたのは「介護支援専門員の
気づきを促す質問」であった。スーパービジョンを活用した介護支援専門員支援は，全員が実施していた。
主任介護支援専門員が，今後，グループスーパービジョンを習得するために必要と感じている方法は，研修
の継続，新人介護支援専門員の事例を行うこと，グループスーパービジョンを指導する第三者をおくこと，
実施したグループスーパービジョン事例の評価を行うこと，練習やロールプレイを積み重ねる等であった。
これらの結果から効果的なスキルアップ研修のあり方は，参加者の関係性に配慮したプログラム，必要なコ
ミュニケーション技術の習得，グループダイナミクスの活用，グループスーパービジョンの評価を研修の中
で行うことが重要であることがわかった。
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１．事例発表 20分
２．テーマ確認 5分
３．簡単な質問 10～15分
４．重い質問　検討～まとめ 20分
５．一人一人からのコメント 10～15分
６．提出者からのコメント 5分

１．実施の目的や主旨，参加目的を確認しておく
２．開催場所・開催日時や実施時間を決めておく
３．参加者の費用負担・スーパーバイザーへの謝礼
４．参加者・グループメンバーを固定する
５．提出者の当番や準備期間を確認する
６．提出者の人格を傷つけない
７．提出者の対応を責め立てるような発言はしない
８．事例・資料は落としたり，なくさない
９．他者の発言を邪魔しない
10．演説や長話をしない

No. チェック項目 自己評価
事例提供者の検討課題の理解
事例の内容の確認
適切な内容の質問と，簡潔で
わかりやすい質問のしかた

事例検討の流れに沿った関連
する質問

事例提供者の気づきをうなが
す質問

スーパービジョンの課題に関
連する情報への着目と質問
事例提供者への着目と質問
事例提出者へのサポート
問題の中核への理解
事例検討の流れの理解
自身の実践との照らし合わせ
事例の検討課題に沿った意見
・方針

1
2

3

4

5

6

7
8
9
10
11

12

0
0

0

0

0

0

0
0
0
0
0

0

1
1

1

1

1

1

1
1
1
1
1

1

2
2

2

2

2

2

2
2
2
2
2

2

3
3

3

3

3

3

3
3
3
3
3

3

4
4

4

4

4

4

4
4
4
4
4

4

Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。
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　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項

ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ

表1　事例検討のパターン

表2　必要となる約束事

表3　GSVにおけるチェックリスト
4：つかめた 3：だいたいつかめた 2：あまりつかめ
なかった 1：つかめなかった 0：事例には該当しない

の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな

い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ
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Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項

主任介護支援専門員のスキルアップ研修の評価

ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ

表４　主任介護支援専門員調査項目

１　県主催の主任介護支援専門員研修受講後と連絡
 会参加後の変化について
 １）主任介護支援専門員の役割の明確化
 ２）CMの支援を行う気持ちの変化
 ３）スーパービジョンに対する理解の深まり
 ４）主任介護支援専門員として実施していること
２　連絡会の事例検討による，スーパービジョン技
 術の変化
３　事例検討の中で印象に残っている経験
４　スーパービジョン技術を向上するために効果的
 な研修方法に対する考え
５　スーパービジョン技術を向上するために取り組
 みたいこと
６　スーパービジョン技術を向上するために市に求
 めること

の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな

い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ



― 156 ―

Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

安藤　智子・池邉　敏子

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項

ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ

の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな

い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ
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Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項
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ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ

の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな

い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ
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Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項

ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ
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図３　GSV習得の方法として出された意見　　（人）

の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな
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い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ
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Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項

ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ
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の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな
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い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ

Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項
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ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ

の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな

い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ

表５「グループスーパービジョンの習得」目標に対する主任介護支援専門員が語った内容
　※研修前の状態に　　　　，研修後の変化に　　　　，課題と感じている内容に　　　　 を記した。

Ａさん　看護職　介護支援専門員歴10年　主任介護支援専門員歴4年　現在担当数32名
過去の担当数157名　事業所の介護支援専門員3名（系列事業所14名）　管理者

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

最初は，自分の勉強と会社
の命令もあり主任 CM 研
修を受講したが，連絡会に
参加して主任介護支援専
門員の役割は明確になっ
た
・CMからの相談を受ける
・CMの質の向上のお手伝
いをする
・CM同士のネットワーク
づくり

スーパービジョンを活か
して事例検討をするため
に学んでいると理解して
いる

指導したいという気持ち
は余りない。他のスタッフ
から先生と思われたくな
い。一緒に勉強するのは楽
しい。自分が勉強したこと
をみんなで共有したい。

CM ミーティングを月
１回実施（17 名）して
いるが，ほとんど報告
が多い。
小規模多機能の困難
ケースの事例検討をみ
んなで行う
主任介護支援専門員と
いう責任感か，看護師
だからかわからない
が，事業所のCMの対
応方法とかを遠目で観
察をしてしまうところ
がある
事業所の CM の対応
方法が気になることが
あっても，助言はでき
ない。その CM のタイ
プを理解することに役
立てている
気になることがあって
も，こちらから言わず
に相談されるのを待
つ。
相談されたときに，自
分の意見として伝える
ことはできるが，それ
は推測なので，そのこ
とに対する CM の考
えを聞けなくて黙って
しまう。
事業所での事例検討で
もグループスーパービ
ジョンルールを伝え，
共有されている。

保健師がスーパーバイ
ザーをした時の方法が
勉強になった。保健師
からもっと学びたい。
最近参加した主任介護
支援専門員から指摘さ
れた，「スーパービジョ
ンの方法がずれてい
る」と言う意見をすご
いと思った。なあなあ
の関係で，なあなあの
グループスーパービ
ジョンをやっている。
気になる主任介護支援
専門員がいても，信頼
関係を壊しそうで言え
ない。新しい CM に参
加してもらい意見を入
れて回数を重ねると，
なあなあの雰囲気も変
わる。
事業所訪問を継続し
て，相談してもらえる
関係作りを勉強した
い。
地域包括が中心になっ
て進めてほしい

（その他に出された希
望・要望）
認知症の勉強をして，
地域作りをしたい
地域包括に，文書や手
続きに関する指導協力
を続けてもらいたい

スーパービジョンについては，回
数を重ねることで理解できてき
た。最初は緊張感があり，ルール
どおりにやっていたが，みんなの
やり方が見えて，リラックスして
臨めるようになり，それによって
流れも理解できてきた。
以前は，困っているから何か答え
なくてはいけないと言うのが
あったが，スーパービジョンを思
い出し，一歩引いて，自分が落ち
着いて話が聴けるようになった。
その先のアドバイスがまだでき
ない。
「アーそうなんだ」で終わらず，相
手の気持ちを引き出すため「どう
思っていますか」という言葉が出
るようになった。
CM が何に困っているのか推測
する余裕が出てきた
気づいてもらえば，道が通るかな
と思っても，CMの気づきを促す
質問ができない
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Ⅰ．はじめに
　平成18年に創設された地域包括支援センター（以下「セ
ンター」と略す）は，「地域住民の心身の健康の保持及び
生活の安定のために必要な援助を行うことにより，その保
健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目
的とする施設」（介護保険法第115条の46）である。セン

ターが行う４つの業務の１つに，「包括的継続的ケアマネ
ジメント支援業務」があり，これは，高齢者が住みなれた
地域で暮らすことができるよう，個々の高齢者の状況や変
化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援
専門員が実践することができるよう地域の基盤を整えると
共に，個々の介護支援専門員へのサポートを行うことであ
る１）。
　介護支援専門員とは，介護保険法に定められた資格で，
介護サービス計画書を作成し，介護サービス事業者等との
調整を行う者で，通称ケアマネジャーという。
　A市地域包括支援センターでは，包括的・継続的ケアマネ
ジメント支援事業の一環として，平成21年度から市内の居
宅介護支援事業所等に勤務する主任介護支援専門員を対象
にした「主任介護支援専門員連絡会」（以下「連絡会」と
称す）を設置し，２か月に１回，研修会を開催している。

　その目的は，市内の介護支援専門員（以下，ケアマネ
ジャーの略である「CM」とする）のリーダー的存在とし
て，CMが行うケアマネジメント支援が適切に実施でき，
又，CMが他職種，他機関と円滑に連携できるよう対策を
考えることである。更に，主任介護支援専門員自身が専門
性をより深めることができるよう資質の向上を図ることで
ある。
　主任介護支援専門員とは，平成18年度に新設された職種
で，CMの業務について十分な知識・経験を持ち，ケアマ
ネジメントを適切かつ円滑に提供するために必要な知識・
技術を習得した者をいう。原則としてCMの実務経験が５
年以上あり，介護支援専門員資質向上事業（平成18年6月
15日老発第0615001号）による「主任介護支援専門員研修
課程」（11日間）の修了が必要であり，CM支援技術とし
て対人援助者監督指導（スーパービジョン）の講義及び演
習が３日間，盛り込まれている。主任介護支援専門員の役
割は，介護保険サービスや保健・医療サービスを提供する
者との連絡調整，他のCMに対する助言・指導などを行う
と規定されている。
　地域包括支援センターには，主任介護支援専門員の配置
が義務づけられている。居宅介護支援事業所に配置した場
合は，居宅介護支援報酬の他に，特定事業所加算Ⅰ（500
単位），Ⅱ（300単位）の算定が可能になり，算定用件と
して，常勤かつ専従のCMの配置，24時間連絡体制の確
保，計画的なCM研修，地域包括支援センター等が開催す
る事例検討会への出席等が位置づけられている。
　連絡会の対象者は，市内の居宅介護支援事業所及び介護
保険施設に勤務する主任介護支援専門員と地域包括支援セ
ンターの主任介護支援専門員，センター長である。連絡会
の目標は，「グループスーパービジョン（以下「ＧＳＶ」
と称す）の習得」「市内の介護支援専門員の相談に応じる
体制の検討」とし，平成21年度から平成24年度現在まで，
プログラムには毎回，ＧＳＶによる事例検討を取り入れて
いる。
　A市が行っているＧＳＶは，B県主任介護支援専門員研修
で学ぶOGSVモデル（奥川式グループスーパービジョン）
を基礎知識とした上で，日本介護支援専門員協会発行の介
護支援専門員必携テキスト「スーパービジョンー対人援助
者監督指導論―」２）にある，事例検討のパターン（表１）
と約束事（表２）に基づき実施し，終了後はＧＳＶにおけ
るチェックリスト（表３）を参加者全員が記入する方法で
行っている。司会者（スーパーバイザー）と事例提供者
（スーパーバイジー）は当番制となっており，１グループ
６～８人で行っている。
　主任介護支援専門員の力量向上のためのフォローアップ
研修については，B県が平成22年度から年１回スーパービ
ジョンの講義演習とグループワークを１．５日の日程で
行っているが，効果的な研修方法に関する研究は少ない。

　川島は，静岡県における主任介護支援専門員研修にお
いて，研修前に研修受講動機を，研修終了後に研修報告書
を提出してもらい研修の効果を検討した結果，活動報告で
は，CMの質の向上のための支援，CM同士のネットワーク
の構築，地域のインフォーマルサービスとの連携作りの項

ること，不参加であっても何ら不利益を被らないこと，匿
名性ならびにプライバシーの保障，途中での中止も可能で
あること，情報の管理等について口頭で説明した後，文書
で同意を確認した。

Ⅴ．結果
１．調査対象者の概要
　調査対象者は，全員女性で，基礎資格は看護師１名，准
看護師１名，介護福祉士４名，社会福祉主事１名である。
CM歴は7年～12年で，主任介護支援専門員歴は2年～4年で
あった。ケアマネジメント担当事例は1名～40名で，過去
の担当数は約100名～200名だった。７名のうち，管理者は
３名であった。

２．調査対象者ごとの結果
　調査対象者ごとの結果を表５に示す。
　Ａは，連絡会に参加することで，主任介護支援専門員の
役割が明確になり，スーパービジョンを活かして事例検討
をするために連絡会で学んでいると認識しているが，立場
としては，指導者ではなく，共に学びたいと思っている。
ＧＳＶの理解については「回数を重ねる中で他の人のやり
方を見てリラックスして臨めるようになり，流れも理解で
きるようになった。」と回答している。スーパービジョン
技術については，「CMから相談された時に，一歩引いて
落ち着いて話が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出
す質問ができるようになった。CMが何に困っているのか
推測する余裕ができた。」という点が獲得できた反面，
「その先のアドバイスや，CMの気づきを促す質問ができ
ない。」と感じている。所属事業所での実践では，定例
ミーティングでは報告を主に行っており，日常業務の中で
はCMの対応を観察しているが，気になることがあっても
相手から相談されるのを待っている。
　技術習得の課題と方策では，ＧＳＶの進め方がずれてい
る主任介護支援専門員に対し，「あれっと思っても，まあ
いいかと終わりにしていた」が，最近参加した主任介護支
援専門員の「スーパービジョンの方法がずれている」と言
う発言から，今までは「なごやかでいいが，なあなあの関
係で，なあなあのＧＳＶをやっていた」と思っており，新
しい主任介護支援専門員の意見を入れ，回数を重ねること
で雰囲気が変わると考えている。また，保健師がスーパー
バイザーをしたときの方法が勉強になったので，保健師か
らもっと学びたい，事業所訪問を継続して，相談してもら
える関係作りをしたいと考えている。
　Ｂは，連絡会の中でだんだん主任介護支援専門員の役割
が明確になったと答えている。主任介護支援専門員による
CM支援に関して，新人のCMに主任介護支援専門員の役割
が周知されていないことから，もっと身近な存在になるこ
とが大切で，そのためには，「事例の困っている部分から

ではなく，世間話から入っていくほうがよい」と考えてい
る。また，新人が躓くところは自分も同じ経験をしている
ので，新人が入り込んで逃げ場がなくなっているような場
合に，今は，一歩引くことをアドバイスできるが，事例や
家族の見方ができても，それを理論で説明できないと感じ
ている。
　ＧＳＶでは，CMに気づかせる「開かれた質問」が難し
く，「こういうときには，こういう質問がよいとわかって
いるが全然できない」「ＧＳＶの方法は連絡会でわかって
きた」「司会者をしているときはみんなの意見を取りまと
めるのが精一杯で，バイザーの役割はまだ難しい」「バイ
ジーの時はリラックスでき，みんなの意見を聞いて気づく」
「メンバーの時は第３者的に見られるが，心で思っている
ことと違う反応（支持）をしてしまう」と知識と技術の
ギャップがあることを感じている。
　スーパービジョンを活用した支援としては，事業所訪問
でCMと面接をしたが，「主任介護支援専門員の役割が浸
透していないと感じた」と語っている。
　ＧＳＶの技術を身につけるための方法としては，新人の
事例をスーパービジョンすることで固定化している自分の
考え方に気づくことができると考えている。
　Ｃは，事業所の意向で研修を受講しており，「自分から
主任介護支援専門員になって何かしたいという気持ちはな
かったが，連絡会に参加して，こんな風にやらなければ行
けないんだなとわかった」「自分の癖，固定観念を取り外
すためにはここ（連絡会）にきたほうがよいと思った」と
答えており，認識が変化している。
　面接時に「スーパービジョンと事例検討の違いがわか
らない」「事例の理解はできるが質問がうまくいかない」
「頭ではわかっているがスーパービジョンになっていない
のではと不安がある」「司会（バイザー）は，流れに沿わ
なくては行けないと思うので緊張する。流れと違う質問が
出たときにどう対応するか悩む」と，ＧＳＶの理解が不十
分であるという不安が大きく，知識や技術に対する自信の
なさを語っていた。職場では，新人CMに助言したり，事
例検討会で「事例提供者が気づくような質問」をしている
が，やはり主任介護支援専門員としての支援力が身に付い
たとは思っていない。
　自分の知識を増やすための研修会への参加や，ネット
ワークを活用した相談は積極的に行っている。ＧＳＶ技術
習得のためには，ＧＳＶを客観的に見て修正や指導を行う
第三者を置くことが有効であると考えている。
　Ｄは，「連絡会に参加して，主任はこういう風にケアマ
ネジャーをサポートするんだなとわかってきた」「困った
ときの相談役になればいい」と認識している。
　ＧＳＶについては，「バイザー，バイジーをしていると
きは緊張し，進行や質問がうまくできない。」「メンバー
の時は他の人の導き方や声かけが参考になるが，自分がそ

の立場になると緊張してできない」「質問したあと，テー
マとずれていないか，問題を引き出せるか不安」と語っ
ており，緊張が技術を展開する上での妨げになっているこ
と，質問が課題であると語っている。
　技術習得方法としては，現在の方法の中で，進行を軌道
修正する役割を持つ者（包括職員）をおくことで，気づき
が得られると考えている。
　Ｅは，事業所の意向で研修を受け，受講中も主任介護支
援専門員の役割について実感がなかったが，連絡会に参加
して他の人の話を聞いたり，ＧＳＶに取り組む中で，だん
だん理解してきたと答えている。
　ＧＳＶに関しては，「最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を勉強し，流れがわかるよ
うな気がする」「スーパービジョンとは直接こうした方が
よいではなく，質問していく中で相手に気づいてもらうや
り方。どうやって相手に気づいてもらうか，これからも勉
強したい」と語っている。実際の指導場面では，「短い時
間なのですぐ回答という形になるが，相談してくるCM
は，不安があって背中を押してもらいたいことが多いので
『それで良いよ』等の短い助言をしている」「新人は全然
わからないし，中間の人は自信がないので，支援方法を助
言するときもある」と語っており，CMの持つ課題にあわ
せて，支援内容を選択するなど，スーパービジョン技術を
活用した支援ができている。ＧＳＶ技術の習得に関して
は，「連絡会で実施したＧＳＶ事例の経過報告を聞いて事
例やケアマネジャーの変化を把握し，ＧＳＶの評価をした
い」と考えている。
　Ｆが主任介護支援専門員になろうと思ったのは，「自分
のスキルアップが目的で，この地域のために役立とうとい
うパワーはまだないと思う」「主任介護支援専門員はいろ
いろな役目をやらなければいけない印象があったが，包括
が先導しているので，自分はついて行っているだけのとこ
ろが実際ある」「主任介護支援専門員になると，知識や技
術面でこれしかわからないと思われるのではないかという
プレッシャーがある」と語っている。
　ＧＳＶの知識や技術に関しては，「事例検討会には苦手
意識があったが，連絡会で毎回行う中で，回数を重ねるほ
どできるようになると言う印象がある」「いろいろな考え
方や経験を積んでいる人がいて，話し方や相談の仕方を見
るだけでも勉強になる」と連絡会が学習の機会になってい
ると語っている。日常的に行うCM支援で気をつけている
ことは，「CMの考え方を評価してあげたり，押しつぶさ
ないようにする」「相談者が一番状況を知っているので，
危険がなければその人の考えを大事にする」「話しやすい
雰囲気を作る」「年上の場合は，よいところを評価しなが
ら認める，年上の主任介護支援専門員，他職種に言っても
らう」等を挙げているが，連絡会への参加前後での指導方
法の変化はないと答えている。

　ＧＳＶの習得方法としては，顔見知りだとサポート的で
安心感が強すぎるため，知らないメンバーと行うことで，
度胸をつけたいと考えている。相談援助やグループワーク
は，技術であるので，実践やロールプレイなどの練習を積
み重ね，鍛えてもらいたいと市に要望している。
　Ｇは，主任介護支援専門員の役割について「連絡会を通
じて，市全体のCMの支援をする役割を感じ，支援をしよ
うという気持ちになった」が，「連絡会のＧＳＶでは，支
援力が向上したとは思わない」と語っている。理由として
は，「県の研修に比べ，連絡会ではなあなあの感じで脱線
もするし，あまりよくわからない」こと，本人の課題とし
て「他の参加者の発言等は参考になるが，忘れて身に付か
ない，答えを出さずに相手に気づいてもらう質問が難しい」
と語っている。事業所におけるCM支援は行っており，
「スーパービジョンは意識していないが，ケアマネジャー
のタイプにあわせて助言する」と相手の課題を捉えている。
　ＧＳＶの習得方法としては，指導者がＧＳＶを見て指導
する方法を希望している。

３．ＧＳＶの習得目標に対する全体的な評価
（１）ＧＳＶを習得することに対する認識や態度の変化が
あったか
　主任介護支援専門員研修受講の目的は，事業所の意向が
３名，自分自身の勉強のためが４名で，地域のCM支援が
目的と語った者はいなかったが，全員が，連絡会に参加す
る中で主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持つ
ようになっていた。
（２）ＧＳＶの知識や技術の習得ができたか
　ＧＳＶの流れや方法の理解については，他の人のやり方
を見て，回を重ねる中で理解できたと（Ｇ）以外の全員が
語っていた。Ｃは「事例検討とスーパービジョンの違いが
わからない」と発言していた。（図１）
　ＧＳＶの技術の習得については，「司会者（スーパーバ
イザー）を担当したときは，進行することに気をとられる
ため緊張して進行や質問がうまくできないが，バイザーや
メンバーで，リラックスできたときに気づくことが多い」
（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）と言う意見が多かった。メンバーで参
加していて，司会者の進め方がＧＳＶの流れと違うと気づ
いた場合に，修正ができず，「なあなあの関係で，なあな
あのスーパービジョンになっている」という問題意識を持
つ者も３名いた（Ａ）（Ｂ）（Ｇ）。
　また，「こういうときは，こういう質問がよいとわかっ
ているが全然できない」（Ｂ），「頭ではわかっているが
スーパービジョンになっていないのではないかという不安
がある」（Ｃ），スーパービジョンでは，CMに直接助言
を行うのではなく，「CMに気づいてもらうこと」が大切
と理解しているが，「CMの気づきを促す質問ができな

い」（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）（Ｇ）と言うように，ほと
んどの者が，知識と技術のギャップを感じていた。（図２）
　日常のCM支援で変化した点としては，「落ち着いて話
が聴けるようになり，相手の気持ちを引き出す質問ができ
るようになった。CMが何に困っているのか推測する余裕
ができた」（Ａ），「新人が躓くところは自分も経験して
いるため，事例や家族の見方ができ，一歩引くことをアド
バイスできる」（Ｂ）と言う発言があった。
（３）スーパービジョンを活用したCM支援の実行について
　事業所内外のCMへの支援は，全員が実施していた。支
援の内容は，「気にして観察しているが，気になることが
あっても相手から相談されるまで待つ」（Ａ），「事例検
討会でCMが気づくような質問をする」（Ｃ），「CMの経
験や能力，課題に応じて支援方法を助言したり，背中を押
したりしている」（Ｅ），「相談者の考え方を評価し押し
つぶさないようにする」等（Ｆ），「CMのタイプに合わ
せて助言する」（Ｇ）だった。
　特に管理者と，そうでない者による違いはみられなかっ
た。
（４）技術獲得のための方策について
　「連絡会を継続する」ことは，全員が希望していた。連
絡会以外の方法としては，「事業所訪問により相談しても
らえる関係作りを行う」（Ａ）があった。
　ＧＳＶの方法としては，「新人のCMの事例を行い，固
定化している自分の考えに気づく」（Ｂ），「顔見知りで
ないメンバーと行う」（Ｆ），「ＧＳＶの運営を第３者か
ら評価，指導してもらう」（Ｃ）（Ｄ）（Ｆ）（Ｇ），
「ＧＳＶを行った事例の経過報告を聞いて，事例やCMの
変化を把握し，ＧＳＶの評価を行う」（Ｅ），「実践やロー
ルプレイなどの練習を積み重ねる」（Ｆ）という意見が出
された。（図３）

安藤　智子・池邉　敏子

目が非常に高い結果が出たと報告している３）。楢木は，
４名の主任介護専門員に主任介護支援専門員の役割認識，
スーパーバイザーになる上での不安，スーパーバイザーに
なるための研修方法，今後の課題についてインタビューし
た結果，スーパーバイザーとしての力量をつける研修方
法として，３つの方法を明らかにしている。１つ目はバイ
ジー体験を含めた事例検討を積み重ねること，２つ目は
スーパービジョンの知識を繰り返し得ること，３つ目は
スーパービジョンの場面を主任介護支援専門員同士でロー
ルプレイすることである４）。
　主任介護支援専門員がスーパーバイザーとしての力量を
身につけることは，CMが行うケアマネジメントの質の向
上につながり，ひいては要介護者の自立支援及び満足度の
向上につながることを目指すことである。主任介護支援専
門員が創設されて６年目を迎えているが，楢木が明らかに
したような継続的な研修が行われている自治体の報告はほ
とんど見られない。そこで，Ａ市で実施している主任介護
支援専門員を対象にした研修の評価を行い，主任介護支援
専門員の力量向上につながる研修のあり方を明らかにした
い。

Ⅱ．研究目的
　Ａ市地域包括支援センターが実施しているスーパービ
ジョンを活用した事例検討研修に参加した主任介護支援専
門員の主観的な評価をもとに，主任介護支援専門員に対す
る効果的なスキルアップ研修のあり方を明らかにする。

Ⅲ．用語の定義
　主任介護支援専門員のスキルとは，ケアマネジメントで
困難を感じているCMが，自分の課題に気づき解決の方策
を考えられるように支援する技術（スーパービジョン技術）
をいう。
　スーパービジョンについては，「スーパービジョンー対
人援助者監督指導論―」の中で高橋が次のように説明して
いる内容を指す２）。
　「スーパービジョンとは，十分な知識と技術を持った援
助者（スーパーバイザー）が，まだ十分にそれらを身につ
けていない援助者（スーパーバイジー）に対して訓練をす
る教育課程をスーパービジョンと呼んでいた。しかし今日
的には，そうした教育的機能だけでなく，スーパーバイ
ジーの仕事を管理・調整・評価する管理的機能，さらには，
情緒的に支える支持的機能もスーパービジョンに含めて考
えられるようになった。今日，こうしたスーパービジョン
についての機能は，プロの専門家を養成することと，利用
者への福祉サービスの提供水準を高めることにあるといえ
る」「グループスーパービジョンとは，集団を用いて専門
家を養成，訓練する方法である」２）。

Ⅳ．研究方法
１．調査対象者
　平成18年から平成23年までに主任介護支援専門員研修
を終了した，Ａ市内の居宅介護支援事業所に勤務する主任
介護支援専門員15名のうち，連絡会で３回以上ＧＳＶを経
験している7名を調査対象とした。Ａ市地域包括支援セン
ターに勤務する主任介護支援専門員2名は，連絡会を主催
する立場であるため，除外した。

２．調査方法
　調査項目は，主任介護支援専門員の基本属性として，基
礎資格，CM歴，平成24年８月１日現在の担当利用者数，
今までに担当した利用者の概数，所属する事業所内のCM
数を確認し，表４の内容について半構造的面接を行い，逐
語録を起こし，データとした。
　調査は，平成24年8月~9月に実施した。

３．分析方法
　分析は，質的記述的分析法を用いた。研修評価の枠組
みは，研修の目的である「グループスーパービジョン技術
の習得」に関して①認識・態度の変化②知識・技術の獲得
③技術を活用したCM指導の有無④技術習得のための課題
と方策の４つの分野とした。インタビューで語られた内容
を，意味を変えないように要約し，４分野に整理して評価
した。整理した一覧表は逐語録と一緒に調査対象者に見て
もらい，内容に誤りがないか確認した。

4．倫理的配慮
　7月26日に開催された連絡会で，調査対象者に研究の趣
旨を口頭ならびに書面で説明し，研究協力は自由意思であ

Ｂさん　栄養士・介護福祉士　介護支援専門員歴11年　主任介護支援専門員歴3年　担当数37人
予防3人，今までの担当数210～220人　事業所の介護支援専門員数3名

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

主任介護支援専門員の役
割はだんだん明確になっ
てきた。
事業所訪問で，主任介護支
援専門員の役割が浸透し
ていないと感じた。もっと
新しい CM に身近になれ
ばよい
事例の困っていることか
らではなく，世間話から
入っていく方がよい
新しい情報を学び，自分自
身を変えないとダメ

自分自身や自分の事業
所では，何もやってい
ない

新人の事例をスーパー
ビジョンすることで固
定化している自分の考
え方に気づくことがで
きる。

（その他に出された希
望・要望）
介護職が多くなってい
るので基本的な医療の
知識が必要
脳の勉強をしている。
一人暮らしで動けない
人の手続きの代行に困
らないよう，行政の制
度を最低限教えてほし
い。
身寄りがない人の生活
が成り立たつために，
CM が手続きを代行す
る必要がある。

事例の理解はできるが，それを理
論で説明できない。CM に気づか
せる開かれた質問が難しい。
「あなたはそう思っているけど，
家族はどう思っていると思いま
すか」と聞けばよいと思っても，
その場になると聞けない。
こういうときには，こういう質問
がよいと言うことが全然できな
い。
スーパービジョンの方法は，連絡
会でわかってきた。
司会者（スーパーバイザー）の時
は，みんなの意見を取りまとめる
のが精一杯。自分の意見を言って
しまうときもある。バイザーの役
割はまだまだ難しい。
バイジーの時はリラックスでき，
みんなの意見を聞いて気づく。
メンバーの時は，第３者的にみら
れて「余りつっこまないで黙って
みていればいいのに」と心では
思っても「うん，そうですね」と言
う自分がいる。「積極的ですね」と
言ったり，ちょっとそれが気に
なっている。
メンバーの時は冷静な判断がで
きる時もある。

主任介護支援専門員のスキルアップ研修の評価

Ｃさん　准看護師　介護福祉士　介護支援専門員歴11年　主任介護支援専門員歴2年　
担当数35件　予防2件　今までの担当数117人　事業所の介護支援専門員数6人

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

加算のために事業所の意
向で研修を受講
自分から主任介護支援専
門員になってなにかした
いと言うのはなかった
連絡会に参加して，だんだ
んこんなもんだな，こんな
風にやらなければいけな
いんだなとわかってきた
段階
主任介護支援専門員なの
にあんなこと聞いている
よと思われるのが恥ずか
しい。自分が未熟なので自
信がない。
自分の癖，固定観念を取り
外すには，ここに来た方が
よいと思った。
事業所のCMに対し（連絡
会に）「気軽に参加しよう
よ」と声をかけている。

CM からの相談が有れ
ば，もちろん相談に応
じる
新人の行動に目配りし
て，必要時助言してい
る
事業所で毎月実施して
いる事例検討会で，事
例提供者が気づくよう
な質問をしているつも
りであるが，ほかの
CM と変わらないかな
と思う
情報は伝えている
憂鬱になりそうな人に
声をかけている

自分の引き出し（知識）
を増やすために，研修
会に参加する。
ネットワークができた
ので，他の主任CMに
聞く。
司会がうまくいくため
に，継続して回を重ね
ることと，メンバーの
他に出された質問を修
正してくれる第３者が
いるとよい。自分では
わからない。
今のＧＳＶのやり方は
変更しなくてよい
他の CM が担当して
いる異なる事例を知り
たい
特に精神事例

（その他に出された希
望・要望）
連絡会を継続してほし
い
認知症の人の支援をし
たい

スーパービジョンと事例検討の
違いがわからない
事例の理解はできるが，質問がう
まくいかない
頭ではわかっているが，スーパー
ビジョンになっていないのでは
と言う不安がある
司会（バイザー）は流れに沿わな
くてはと思うので緊張する。司会
をしているときに，流れと異なる
質問が出たときにどう対応する
か悩む。
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Ｃさん　准看護師　介護福祉士　介護支援専門員歴11年　主任介護支援専門員歴2年　
担当数35件　予防2件　今までの担当数117人　事業所の介護支援専門員数6人

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

加算のために事業所の意
向で研修を受講
自分から主任介護支援専
門員になってなにかした
いと言うのはなかった
連絡会に参加して，だんだ
んこんなもんだな，こんな
風にやらなければいけな
いんだなとわかってきた
段階
主任介護支援専門員なの
にあんなこと聞いている
よと思われるのが恥ずか
しい。自分が未熟なので自
信がない。
自分の癖，固定観念を取り
外すには，ここに来た方が
よいと思った。
事業所のCMに対し（連絡
会に）「気軽に参加しよう
よ」と声をかけている。

CM からの相談が有れ
ば，もちろん相談に応
じる
新人の行動に目配りし
て，必要時助言してい
る
事業所で毎月実施して
いる事例検討会で，事
例提供者が気づくよう
な質問をしているつも
りであるが，ほかの
CM と変わらないかな
と思う
情報は伝えている
憂鬱になりそうな人に
声をかけている

自分の引き出し（知識）
を増やすために，研修
会に参加する。
ネットワークができた
ので，他の主任CMに
聞く。
司会がうまくいくため
に，継続して回を重ね
ることと，メンバーの
他に出された質問を修
正してくれる第３者が
いるとよい。自分では
わからない。
今のＧＳＶのやり方は
変更しなくてよい
他の CM が担当して
いる異なる事例を知り
たい
特に精神事例

（その他に出された希
望・要望）
連絡会を継続してほし
い
認知症の人の支援をし
たい

スーパービジョンと事例検討の
違いがわからない
事例の理解はできるが，質問がう
まくいかない
頭ではわかっているが，スーパー
ビジョンになっていないのでは
と言う不安がある
司会（バイザー）は流れに沿わな
くてはと思うので緊張する。司会
をしているときに，流れと異なる
質問が出たときにどう対応する
か悩む。
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Dさん　社会福祉主事（相談員）　介護支援専門員歴12年　主任介護支援専門員3年　担当数1件
100人～200人　事業所の介護支援専門員数3名　管理者

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

連絡会に参加して，主任は
こういう風に CM をサポー
トするんだなと少しずつわ
かってきた。
困ったときの相談役になれ
ればいい
情報提供をする
同じ CM として悩みを共有
して，頑張っていることを讃
えて，少し叱咤激励する言
葉を添えること

管理者として，利用者の
気持ちに添って対応す
ること，相談があったら
すぐに対応する，事業
所のスタッフと利用者の
理解を共有するよう指
導している。
定期的ではないが，CM
からの相談があれば対
応している。
ゆっくりとした性格の
CM には迅速に動くよ
う，まじめでケアプラン
作成に時間がかかるケ
アマネには，時間を絞る
ように言う。
３人の CM のケアプラ
ンを勝手に見させても
らい，集中減算の関係
もあるので，サービス内
容や事業所の把握をし
ている。

現在の方法は参加しや
すい
ＧＳＶの中で，躓いたと
きに，包括の軌道修正
があると気づきが得ら
れる。自分は足りないと
ころばかりなので，研修
やケア会議にはできる
だけ参加したい。
（その他にだされた希
望・要望）
A けあまねくらぶが続く
よう応援したい
主任介護支援専門員や
CMが増えて，いろんな
意味で福祉の町Aにな
るとよい
包括支援センターの職
員を増やし，ゆっくり相
談できるようにしてほし
い。市にバックアップし
てほしい
医師と距離を感じる。相
談しやすい関係をつく
り，連携を深めてプラン
に反映させたい。

バイザー，バイジーをしているとき
はただ緊張で終わる。メンバーの
時は，他の人の導き方や声かけが
参考になるが，自分がその立場にな
ると緊張してできない。みんながサ
ポートしてくれるので失敗しても良
いと気持ちが楽になったが，進行
や質問はうまくできない。
的確な質問をするのが難しい
質問がテーマとずれていないか，問
題を引き出せるか質問したあと不
安に思う。
参加している医療職の助言が役に
立った。
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Ｅさん　介護福祉士　介護支援専門員歴7年　主任介護支援専門員歴1年　担当数25件
今までの担当数約100件　事業所の介護支援専門員14名

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

県の研修受講時は，事業所
から言われたから受けた
ので，受講中も主任介護支
援専門員の役割について
実感もなく受けていた。
連絡会に参加して，他の人
の話をきいたり，グループ
スーパービジョンに取り
組む中で，だんだん理解し
てきた。
他の CMの話を聴いたり，
アドバイスする中で，でき
るところは支援したり，基
本的なことを勉強してい
かなければという気持ち
になっている。

時間を作って話を聴
く。短い会話でもコ
ミュニケーションをと
る。利用者の状況を把
握する。
事業所ではスーパービ
ジョンと言うより，短
い時間なのですぐ解答
という形になる。相談
してくるCMは，本人
は（方向性を）わかって
いるが，不安があって
背中を押してもらいた
いということが多いの
で，「それでいいよ」「こ
うしたら」等の短い助
言をしている。
新しい CM は全然わ
からないし，中間の人
は自信がないので，支
援方法を助言するとき
もある。
CM ミーティングの司
会を主任介護支援専門
員が交代でやり始め
た。２０人もいるので，
スーパービジョンと言
うよりは，助言や質問
がいろいろでてくる。
先輩 CM がしっかり
しており，明るい雰囲
気で進行できている。
主任介護支援専門員と
して，新しい情報の資
料を作り配付して，ポ
イントを理解してもら
いたいと思っている。

ＧＳＶの体験で，困難
事例を担当し，一杯一
杯で気づかなかったこ
とを質問され，足りな
かったことに気づい
た。介護職なので，薬の
理解を深めたい。薬の
管理，医療連携に気を
つけたい
主任介護支援専門員
は，特別なことや新し
いことを覚えるほか
に，基礎的なこと（法令
遵守）も身につける必
要がある
ＧＳＶで検討した事例
の経過報告を聞いて，
事例の変化や CM の
変化を知り，ＧＳＶの
評価をしたい。

（その他の希望・要望）
認知症の勉強をした
い。認知症ケア士の取
得を目指している。
兼務のCMが多く，即
時に対応できないこと
もあるので，利用者の
状況を把握し，CM を
バックアップ対応でき
る体制を作りたい。

援助困難事例のＧＳＶが多いの
で，本から得る情報より，自分が
経験していない支援の方法や事
例の経過が学べる。
主任介護支援専門員と回数会う
ことで，コミュニケーションがと
れ，普段の仕事でも相談できる関
係になってきた。
スーパービジョンって，直接こう
した方が良いではなく，質問して
いく中で相手に気づいてもらう
やり方。どうやって相手に気づい
てもらうか，これからも勉強した
い。
最初はわからなかったが，回を重
ねる毎に，他の人の質問や方法を
勉強し，少しずつ流れがわかるよ
うな気がする。
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Ｆさん　介護福祉士　介護支援専門員歴7年　主任介護支援専門員歴1年　担当数34件＋予防6件
今までの担当数100件以上　事業所の介護支援専門員2名（他に主任介護支援専門員1人）

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

主任介護支援専門員をと
ろうと思ったのは，勉強が
メインで，正直この地域の
ためにもっと役に立とう
というパワーは自分には
まだない。
県の研修はハイレベルで
難しい印象があり、本当に
勤まるかと思っていた。
CM の研修会でグループ
ワークの司会をして，地域
に入った方が近い先輩が
いるので安心してできる
かなと思った。
研修で行う事例検討は
チェックされている感じ
だが，連絡会では困ってい
る事例を持ってくるので，
参加者が何とかしてあげ
ようと親身になって考え
ている。
CM 実務研修の事例検討
で失敗し，事例検討に苦手
意識があったが，連絡会で
毎回行う中で，回数を重ね
るほどできるようになる
と言う印象がある。
主任介護支援専門員にな
ると知識や技術面でこれ
しかわからないのと思わ
れるのではないかという
プレッシャーがある。

職場の CM は自分よ
り経験が浅く，相談さ
れることが多いが，あ
まり支援の方法は（研
修前後で）変化してい
ない
年上の CM の相談に
のるときは，上からの
目線ではできないの
で，よいところを評価
しながら才能を認める
方法しかできないと思
う。
事例に入り込んでしま
う年上の CM を支援
するときは，年上の主
任CMか，職種が違う
人に言ってもらった。
CM が一人で決断して
動くと何かがあったと
きに CM の責任にな
るし，考えが狭くなる
ので，相談してから動
くように伝えている。

スキルアップするに
は，全然知らない人と
グループワークした方
が度胸がつく。顔見知
りの場合はリラックス
できるが，サポート的
で安心感が強すぎる。
グループワーク（話し
合い）をまとめていく
ことが苦手。経験がも
のを言う，勉強不足。
落ち着いて話を聴いて
いるという雰囲気，人
間的な厚みが足りな
い。年の功にはかなわ
ないと思う。
CM は知識も必要だ
が，どこにでも行ける
度胸と経験がベースに
なると思う。
相談援助は技術が必要
で，相当訓練しないと
できないと思う。県の
研修に行くより。市で，
一対一や３人１組の相
談援助技術をロールプ
レイで鍛えてもらった
ほうがよい。
グループワークも事業
所では機会がないの
で，市のケア会議で
やってもらうことで，
どこの研修でも気にせ
ず受講できるようにな
る。
（その他の意見・要望）
隣の市の CM と情報
交換や交流が年１回く
らい有るとよい

相談にのるときは，相談者の考え
方を評価してあげたり，押しつぶ
さないようにしている。
相談している人が一番状況を
知っているので、そんなに危険が
なければ，その人の考えを大事に
する。
ＧＳＶをしていると，いろいろな
考え方や経験を積んでいる人が
いて，話し方や相談の仕方を見る
だけでも勉強になった。
話しやすい雰囲気を作るのがす
ごく大事
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Ⅵ．考察
　主任介護支援専門員は，連絡会に参加することにより，
徐々に主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持
つようになったと回答していた。これは，連絡会の目的に
「CMの相談体制の検討」「ＧＳＶの習得」を掲げ，連絡
会の計画書に明記して，新たに主任介護支援専門員になっ
た者に配付して参加を促していること，連絡会のプログラ
ムに毎回ＧＳＶによる事例検討会を取り入れていることに
よる効果と，平成21年度から参加している主任介護支援専
門員の発言や行動から新規に参加した主任介護支援専門員
が学んでいることによると考えられる。
　ＧＳＶ知識・技術の習得に関しては，他の人のやり方を
みて学んだという意見が多く，また，他の人のやり方をみ
て，研修で学んだ方法と違っていると気づいたと言う意見
もあった。グループによるスーパービジョンの効果でもあ
るが，違っていると思っても，それをスーパーバイザーに
指摘できないと回答したＡは，そのときのスーパーバイ
ザーとは顔見知りの関係であるために信頼関係を壊すこと
に不安があると答えており，そのことを新規参加者Ｇに指
摘され，「なあなあの関係で，なあなあのＧＳＶをやって
いる」と否定的な表現をしていた。Ｇと同じ時期に参加し

始めたＦも，「顔見知りの場合はリラックスできるが，サ
ポート的で安心感が強すぎる。知らない者同士がよい」と
話しており，反対に，顔見知りであるがゆえに「緊張して
しまうため，うまく進行や質問ができない」という意見も
多くあった。
　県の研修で学んだＧＳＶを，主任介護支援専門員が役割
を交代しながら繰り返し行うことで習得するという連絡会
の方法は，同格の主任介護支援専門員同士が，援助者とし
てのスーパーバイザーと支援を受けるバイジー役を担うた
め，お互いの人間関係に対する考えや思いがＧＳＶの運営
に影響していることがわかった。
　植田は，スーパーバイザーとスーパーバイジー二者の
対人関係であるスーパービジョン関係もスーパービジョン
の重要な構成要素であり，その正否の鍵を握ると言ってい
る５）。
　スーパービジョンには，支持的機能，教育的機能，管
理的機能の３つの機能があるが，異なる事業所に所属して
いること，主任介護支援専門員の仲間であるという関係性
が，支持的機能は発揮できても，教育的機能を果たしにく
くしていると考えられる。主任介護支援専門員の関係性を
配慮したプログラムが必要であることがわかった。
　知識と技術のギャップについては，特に「気づきを促す

質問ができない」という意見が多かった。これは，スー
パービジョンの重要なポイントである，「安易に助言しな
い」「時期尚早の解決策の提示を避ける」「スーパーバイ
ジーの考え，感情に焦点を当てる」等が理解されているこ
とを示しているといえる。
　「スーパーバイジーが気づく」とは，援助者としての自
己の課題や，援助の方向性について自ら理解することであ
る。植田は，「援助者と当事者の中で生じる現象を吟味す
るには，援助者自身の考えや感じ方が大切であることは言
うまでもない。従って，援助者が自分自身の考えや感じ方
を表現できるように配慮しなければならない。援助者は表
現することによって，自らの考えや感じ方を客観視できる
のである。そのためには，スーパーバイザーは援助者をあ
りのままに受容する必要がある」と言っている５）。
　ありのままに受容する方法の基本は，主任介護支援専門
員がケアマネジメントにおける対人面接技術として学んで
いる傾聴にほかならない。「気づきを促す質問」を習得す
るために，スーパーバイジーが自分自身の考えや感じ方を
表現できるよう傾聴が重要であることを確認し，傾聴の技
術である，「受け止め」「明確化・認知確認」「要約・言
い換え」「焦点化」等を併せて学習する必要があることが
わかった。
　主任介護支援専門員が実践しているCM支援の考え方や
内容は，管理者であっても「管理・指導しなくてはいけな
い」と言う考え方より，「ケアマネジャーの経験や能力，
タイプに合わせて，助言や支持をする」「相談者の考えを
押しつぶさない」等の支持的，教育的な対応が多かった。
スーパービジョンを意識しているが，短い時間での相談で
あったり，情報提供が主になるなど，自分がスーパーバイ
ザーになり，ＧＳＶを事業所内で実践している主任介護支
援専門員はいなかった。連絡会で学んだ技術の定着化をは
かるためには，事業所での実践と振り返りが不可欠である
と考える。日常業務として，スーパービジョンが実践でき
る方法を連絡会で検討したい。
　技術習得のための方法として多く出された意見が，第３
者によるGSVの指導・評価を行うことであった。これは、
同じ主任介護支援専門員同士では、お互いに指導・評価が
しにくいという前述の課題の解決策と言う理由と、輪番制
のＧＳＶという方法では不十分であるという理由が考えら
れる。
　高橋は，ＧＳＶにおけるスーパーバイザーの役割を「①
具体的な援助や解決を通してのスーパーバイジーの専門
性の向上や成長に資すること，②集団を運用することによ
り，メンバーを集団の一員として尊重し，役割を遂行する
ことによって，集団の結束を強め，専門職としての集団の
成長をはかること」と言っている２）。
　植田は，ＧＳＶでは，グループの特性を活かしグループ
ワークの専門技術を活用することを勧めている。「ＧＳＶ

では，一対一の個人スーパービジョンに比べ，スーパーバ
イザーとスーパーバイジーである援助者たちの上下関係や
スーパーバイザーの権威が弱くなる。そのことが援助者の
自立をもたらす。また，ＧＳＶは，メンバーの相互作用を
通してのＳＶであり，そこでやりとりされる内容は，スー
パーバイザーだけの責任ではなく，メンバー全体の責任と
なる。そのため援助者たちの自発的で活発な参加が求めら
れる。メンバーの相互作用は，メンバーの情緒的な安定を
もたらし，モラルを高め，グループに属する意識とそこか
ら得られる満足感を高める。」と言っている５）。
　ＧＳＶが参加者による相互援助システムとして機能す
るためには，参加者が求めている第３者による指導ではな
く，参加者の主体的な参加とグループダイナミクスの活用
を促すこと，事例検討後の振り返りを丁寧に行い，グルー
プ全体の成果を確認する必要があると思う。
　ＧＳＶ事例の経過報告と評価については、ＧＳＶの課題
と成果を確認するためにも今後、是非試みたい。

Ⅶ．まとめ
　本研究は、主任介護支援専門員に対する効果的なスキル
アップ研修のあり方を明らかにする目的で行った。
　方法は、７名の主任介護支援専門員を対象に、半構造的
面接を行い、研修目的であるＧＳＶが習得されているかを
主観的評価から分析した。
　結果は、以下の通りである。
１　全員がCMを支援する役割を認識し、スーパービジョ
ンの習得が必要であると感じていた。

２　ＧＳＶの方法については，回を重ねる中で，他の人の
やり方を見て理解していたが、スーパービジョンのコ
ミュニケーション技法である「CMの気づきを促す質
問」について、知識で理解しているが、技術を習得で
きていないと感じていた。

３　主任介護支援専門員の人間関係に対する考えや思い
が，ＧＳＶの運営に影響していた。

４　事業所内におけるCMへの支援は、全員が実施してお
り、支持的・教育的な対応がされていたが、ＧＳＶを
活用した事例検討会を実施している者はいなかった。

５　ＧＳＶの技術を身につける方法として、研修を継続す
ること，新人CMの事例を行うこと，ＧＳＶの指導を
する第３者を置くこと，実施したＧＳＶの評価を行う
ことをあげていた。

　これらの結果から，効果的なスキルアップ研修のあり方
として，参加者の関係性に配慮したプログラム，スーパー
ビジョンに必要なコミュニケーション技術の習得，参加者
の主体的な参加とグループダイナミクスの活用，ＧＳＶの
評価を研修の中で行うことが重要であることがわかった。
　本研究の限界は、研修を実施する立場の研究者が，調査
対象者にインタビューを実施したものを研修評価のデータ

Ｇさん　介護福祉士　介護支援専門員歴10年　主任介護支援専門員歴2年　担当数：介護30件　予防5件
今までの担当数100件以上　事業所の介護支援専門員数4.5人

認識・態度の変化 知識・技術の習得 技術を活用した指導の有無 技術習得のための方策

主任 CM の役割について
研修を受け、CMの指導を
する者という認識だった。
連絡会を通じて、事業所だ
けでなく市全体の CM の
支援をする役割を感じた。
連絡会に参加して，CMの
支援をしようという気持
ちになった

事業所では週 1 回の
ミーティング、随時の
事例検討会、個別相談
を行っている。スー
パービジョンを意識し
てはいないが、相談す
る CM のタイプに合
わせて助言をしてい
る。

B 県の研修のように、
指導者がいて、スー
パーバイザーのやり方
を見ながら指導してく
れるとよい。今のやり
方では時間の無駄にな
る。きちんと、ＧＳＶの
方法に沿って運営して
いく方法が良い。
介護支援専門員協議会
や、主任介護支援専門
員協議会が主催する研
修への参加，本を読む
ことなど。
（その他の意見・要望）
市に求めることは、研
修会等の支援を継続し
てほしいということ。

連絡会のスーパービジョンでは、
支援力が向上したと思わない。
他の参加者の発言等は、参考に
なっているが、どんなことだった
か忘れてしまい身についていな
い。
スーパービジョンについては、県
の研修の方が深く掘り下げて実
施していた。連絡会では、なあな
あの感じで、脱線もするし、あま
りよくわからない。
自分として答えを出さずに、相手
に気づいてもらう質問をするこ
とが難しい。

にしているため，調査対象者が回答する際に心理的な影響
を与えている可能性があることである。
　課題としては、他自治体における研修の実態を把握する
こと，今回明らかになった方法を試行して評価することを
繰り返し，更に効果的な研修方法を追求していきたい。
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Ⅵ．考察
　主任介護支援専門員は，連絡会に参加することにより，
徐々に主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持
つようになったと回答していた。これは，連絡会の目的に
「CMの相談体制の検討」「ＧＳＶの習得」を掲げ，連絡
会の計画書に明記して，新たに主任介護支援専門員になっ
た者に配付して参加を促していること，連絡会のプログラ
ムに毎回ＧＳＶによる事例検討会を取り入れていることに
よる効果と，平成21年度から参加している主任介護支援専
門員の発言や行動から新規に参加した主任介護支援専門員
が学んでいることによると考えられる。
　ＧＳＶ知識・技術の習得に関しては，他の人のやり方を
みて学んだという意見が多く，また，他の人のやり方をみ
て，研修で学んだ方法と違っていると気づいたと言う意見
もあった。グループによるスーパービジョンの効果でもあ
るが，違っていると思っても，それをスーパーバイザーに
指摘できないと回答したＡは，そのときのスーパーバイ
ザーとは顔見知りの関係であるために信頼関係を壊すこと
に不安があると答えており，そのことを新規参加者Ｇに指
摘され，「なあなあの関係で，なあなあのＧＳＶをやって
いる」と否定的な表現をしていた。Ｇと同じ時期に参加し

始めたＦも，「顔見知りの場合はリラックスできるが，サ
ポート的で安心感が強すぎる。知らない者同士がよい」と
話しており，反対に，顔見知りであるがゆえに「緊張して
しまうため，うまく進行や質問ができない」という意見も
多くあった。
　県の研修で学んだＧＳＶを，主任介護支援専門員が役割
を交代しながら繰り返し行うことで習得するという連絡会
の方法は，同格の主任介護支援専門員同士が，援助者とし
てのスーパーバイザーと支援を受けるバイジー役を担うた
め，お互いの人間関係に対する考えや思いがＧＳＶの運営
に影響していることがわかった。
　植田は，スーパーバイザーとスーパーバイジー二者の
対人関係であるスーパービジョン関係もスーパービジョン
の重要な構成要素であり，その正否の鍵を握ると言ってい
る５）。
　スーパービジョンには，支持的機能，教育的機能，管
理的機能の３つの機能があるが，異なる事業所に所属して
いること，主任介護支援専門員の仲間であるという関係性
が，支持的機能は発揮できても，教育的機能を果たしにく
くしていると考えられる。主任介護支援専門員の関係性を
配慮したプログラムが必要であることがわかった。
　知識と技術のギャップについては，特に「気づきを促す

質問ができない」という意見が多かった。これは，スー
パービジョンの重要なポイントである，「安易に助言しな
い」「時期尚早の解決策の提示を避ける」「スーパーバイ
ジーの考え，感情に焦点を当てる」等が理解されているこ
とを示しているといえる。
　「スーパーバイジーが気づく」とは，援助者としての自
己の課題や，援助の方向性について自ら理解することであ
る。植田は，「援助者と当事者の中で生じる現象を吟味す
るには，援助者自身の考えや感じ方が大切であることは言
うまでもない。従って，援助者が自分自身の考えや感じ方
を表現できるように配慮しなければならない。援助者は表
現することによって，自らの考えや感じ方を客観視できる
のである。そのためには，スーパーバイザーは援助者をあ
りのままに受容する必要がある」と言っている５）。
　ありのままに受容する方法の基本は，主任介護支援専門
員がケアマネジメントにおける対人面接技術として学んで
いる傾聴にほかならない。「気づきを促す質問」を習得す
るために，スーパーバイジーが自分自身の考えや感じ方を
表現できるよう傾聴が重要であることを確認し，傾聴の技
術である，「受け止め」「明確化・認知確認」「要約・言
い換え」「焦点化」等を併せて学習する必要があることが
わかった。
　主任介護支援専門員が実践しているCM支援の考え方や
内容は，管理者であっても「管理・指導しなくてはいけな
い」と言う考え方より，「ケアマネジャーの経験や能力，
タイプに合わせて，助言や支持をする」「相談者の考えを
押しつぶさない」等の支持的，教育的な対応が多かった。
スーパービジョンを意識しているが，短い時間での相談で
あったり，情報提供が主になるなど，自分がスーパーバイ
ザーになり，ＧＳＶを事業所内で実践している主任介護支
援専門員はいなかった。連絡会で学んだ技術の定着化をは
かるためには，事業所での実践と振り返りが不可欠である
と考える。日常業務として，スーパービジョンが実践でき
る方法を連絡会で検討したい。
　技術習得のための方法として多く出された意見が，第３
者によるGSVの指導・評価を行うことであった。これは、
同じ主任介護支援専門員同士では、お互いに指導・評価が
しにくいという前述の課題の解決策と言う理由と、輪番制
のＧＳＶという方法では不十分であるという理由が考えら
れる。
　高橋は，ＧＳＶにおけるスーパーバイザーの役割を「①
具体的な援助や解決を通してのスーパーバイジーの専門
性の向上や成長に資すること，②集団を運用することによ
り，メンバーを集団の一員として尊重し，役割を遂行する
ことによって，集団の結束を強め，専門職としての集団の
成長をはかること」と言っている２）。
　植田は，ＧＳＶでは，グループの特性を活かしグループ
ワークの専門技術を活用することを勧めている。「ＧＳＶ

では，一対一の個人スーパービジョンに比べ，スーパーバ
イザーとスーパーバイジーである援助者たちの上下関係や
スーパーバイザーの権威が弱くなる。そのことが援助者の
自立をもたらす。また，ＧＳＶは，メンバーの相互作用を
通してのＳＶであり，そこでやりとりされる内容は，スー
パーバイザーだけの責任ではなく，メンバー全体の責任と
なる。そのため援助者たちの自発的で活発な参加が求めら
れる。メンバーの相互作用は，メンバーの情緒的な安定を
もたらし，モラルを高め，グループに属する意識とそこか
ら得られる満足感を高める。」と言っている５）。
　ＧＳＶが参加者による相互援助システムとして機能す
るためには，参加者が求めている第３者による指導ではな
く，参加者の主体的な参加とグループダイナミクスの活用
を促すこと，事例検討後の振り返りを丁寧に行い，グルー
プ全体の成果を確認する必要があると思う。
　ＧＳＶ事例の経過報告と評価については、ＧＳＶの課題
と成果を確認するためにも今後、是非試みたい。

Ⅶ．まとめ
　本研究は、主任介護支援専門員に対する効果的なスキル
アップ研修のあり方を明らかにする目的で行った。
　方法は、７名の主任介護支援専門員を対象に、半構造的
面接を行い、研修目的であるＧＳＶが習得されているかを
主観的評価から分析した。
　結果は、以下の通りである。
１　全員がCMを支援する役割を認識し、スーパービジョ
ンの習得が必要であると感じていた。

２　ＧＳＶの方法については，回を重ねる中で，他の人の
やり方を見て理解していたが、スーパービジョンのコ
ミュニケーション技法である「CMの気づきを促す質
問」について、知識で理解しているが、技術を習得で
きていないと感じていた。

３　主任介護支援専門員の人間関係に対する考えや思い
が，ＧＳＶの運営に影響していた。

４　事業所内におけるCMへの支援は、全員が実施してお
り、支持的・教育的な対応がされていたが、ＧＳＶを
活用した事例検討会を実施している者はいなかった。

５　ＧＳＶの技術を身につける方法として、研修を継続す
ること，新人CMの事例を行うこと，ＧＳＶの指導を
する第３者を置くこと，実施したＧＳＶの評価を行う
ことをあげていた。

　これらの結果から，効果的なスキルアップ研修のあり方
として，参加者の関係性に配慮したプログラム，スーパー
ビジョンに必要なコミュニケーション技術の習得，参加者
の主体的な参加とグループダイナミクスの活用，ＧＳＶの
評価を研修の中で行うことが重要であることがわかった。
　本研究の限界は、研修を実施する立場の研究者が，調査
対象者にインタビューを実施したものを研修評価のデータ

安藤　智子・池邉　敏子

にしているため，調査対象者が回答する際に心理的な影響
を与えている可能性があることである。
　課題としては、他自治体における研修の実態を把握する
こと，今回明らかになった方法を試行して評価することを
繰り返し，更に効果的な研修方法を追求していきたい。
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Ⅵ．考察
　主任介護支援専門員は，連絡会に参加することにより，
徐々に主任介護支援専門員の役割を理解し，CM支援の方
法としてスーパービジョンの習得が必要という認識を持
つようになったと回答していた。これは，連絡会の目的に
「CMの相談体制の検討」「ＧＳＶの習得」を掲げ，連絡
会の計画書に明記して，新たに主任介護支援専門員になっ
た者に配付して参加を促していること，連絡会のプログラ
ムに毎回ＧＳＶによる事例検討会を取り入れていることに
よる効果と，平成21年度から参加している主任介護支援専
門員の発言や行動から新規に参加した主任介護支援専門員
が学んでいることによると考えられる。
　ＧＳＶ知識・技術の習得に関しては，他の人のやり方を
みて学んだという意見が多く，また，他の人のやり方をみ
て，研修で学んだ方法と違っていると気づいたと言う意見
もあった。グループによるスーパービジョンの効果でもあ
るが，違っていると思っても，それをスーパーバイザーに
指摘できないと回答したＡは，そのときのスーパーバイ
ザーとは顔見知りの関係であるために信頼関係を壊すこと
に不安があると答えており，そのことを新規参加者Ｇに指
摘され，「なあなあの関係で，なあなあのＧＳＶをやって
いる」と否定的な表現をしていた。Ｇと同じ時期に参加し

始めたＦも，「顔見知りの場合はリラックスできるが，サ
ポート的で安心感が強すぎる。知らない者同士がよい」と
話しており，反対に，顔見知りであるがゆえに「緊張して
しまうため，うまく進行や質問ができない」という意見も
多くあった。
　県の研修で学んだＧＳＶを，主任介護支援専門員が役割
を交代しながら繰り返し行うことで習得するという連絡会
の方法は，同格の主任介護支援専門員同士が，援助者とし
てのスーパーバイザーと支援を受けるバイジー役を担うた
め，お互いの人間関係に対する考えや思いがＧＳＶの運営
に影響していることがわかった。
　植田は，スーパーバイザーとスーパーバイジー二者の
対人関係であるスーパービジョン関係もスーパービジョン
の重要な構成要素であり，その正否の鍵を握ると言ってい
る５）。
　スーパービジョンには，支持的機能，教育的機能，管
理的機能の３つの機能があるが，異なる事業所に所属して
いること，主任介護支援専門員の仲間であるという関係性
が，支持的機能は発揮できても，教育的機能を果たしにく
くしていると考えられる。主任介護支援専門員の関係性を
配慮したプログラムが必要であることがわかった。
　知識と技術のギャップについては，特に「気づきを促す

質問ができない」という意見が多かった。これは，スー
パービジョンの重要なポイントである，「安易に助言しな
い」「時期尚早の解決策の提示を避ける」「スーパーバイ
ジーの考え，感情に焦点を当てる」等が理解されているこ
とを示しているといえる。
　「スーパーバイジーが気づく」とは，援助者としての自
己の課題や，援助の方向性について自ら理解することであ
る。植田は，「援助者と当事者の中で生じる現象を吟味す
るには，援助者自身の考えや感じ方が大切であることは言
うまでもない。従って，援助者が自分自身の考えや感じ方
を表現できるように配慮しなければならない。援助者は表
現することによって，自らの考えや感じ方を客観視できる
のである。そのためには，スーパーバイザーは援助者をあ
りのままに受容する必要がある」と言っている５）。
　ありのままに受容する方法の基本は，主任介護支援専門
員がケアマネジメントにおける対人面接技術として学んで
いる傾聴にほかならない。「気づきを促す質問」を習得す
るために，スーパーバイジーが自分自身の考えや感じ方を
表現できるよう傾聴が重要であることを確認し，傾聴の技
術である，「受け止め」「明確化・認知確認」「要約・言
い換え」「焦点化」等を併せて学習する必要があることが
わかった。
　主任介護支援専門員が実践しているCM支援の考え方や
内容は，管理者であっても「管理・指導しなくてはいけな
い」と言う考え方より，「ケアマネジャーの経験や能力，
タイプに合わせて，助言や支持をする」「相談者の考えを
押しつぶさない」等の支持的，教育的な対応が多かった。
スーパービジョンを意識しているが，短い時間での相談で
あったり，情報提供が主になるなど，自分がスーパーバイ
ザーになり，ＧＳＶを事業所内で実践している主任介護支
援専門員はいなかった。連絡会で学んだ技術の定着化をは
かるためには，事業所での実践と振り返りが不可欠である
と考える。日常業務として，スーパービジョンが実践でき
る方法を連絡会で検討したい。
　技術習得のための方法として多く出された意見が，第３
者によるGSVの指導・評価を行うことであった。これは、
同じ主任介護支援専門員同士では、お互いに指導・評価が
しにくいという前述の課題の解決策と言う理由と、輪番制
のＧＳＶという方法では不十分であるという理由が考えら
れる。
　高橋は，ＧＳＶにおけるスーパーバイザーの役割を「①
具体的な援助や解決を通してのスーパーバイジーの専門
性の向上や成長に資すること，②集団を運用することによ
り，メンバーを集団の一員として尊重し，役割を遂行する
ことによって，集団の結束を強め，専門職としての集団の
成長をはかること」と言っている２）。
　植田は，ＧＳＶでは，グループの特性を活かしグループ
ワークの専門技術を活用することを勧めている。「ＧＳＶ

では，一対一の個人スーパービジョンに比べ，スーパーバ
イザーとスーパーバイジーである援助者たちの上下関係や
スーパーバイザーの権威が弱くなる。そのことが援助者の
自立をもたらす。また，ＧＳＶは，メンバーの相互作用を
通してのＳＶであり，そこでやりとりされる内容は，スー
パーバイザーだけの責任ではなく，メンバー全体の責任と
なる。そのため援助者たちの自発的で活発な参加が求めら
れる。メンバーの相互作用は，メンバーの情緒的な安定を
もたらし，モラルを高め，グループに属する意識とそこか
ら得られる満足感を高める。」と言っている５）。
　ＧＳＶが参加者による相互援助システムとして機能す
るためには，参加者が求めている第３者による指導ではな
く，参加者の主体的な参加とグループダイナミクスの活用
を促すこと，事例検討後の振り返りを丁寧に行い，グルー
プ全体の成果を確認する必要があると思う。
　ＧＳＶ事例の経過報告と評価については、ＧＳＶの課題
と成果を確認するためにも今後、是非試みたい。

Ⅶ．まとめ
　本研究は、主任介護支援専門員に対する効果的なスキル
アップ研修のあり方を明らかにする目的で行った。
　方法は、７名の主任介護支援専門員を対象に、半構造的
面接を行い、研修目的であるＧＳＶが習得されているかを
主観的評価から分析した。
　結果は、以下の通りである。
１　全員がCMを支援する役割を認識し、スーパービジョ
ンの習得が必要であると感じていた。

２　ＧＳＶの方法については，回を重ねる中で，他の人の
やり方を見て理解していたが、スーパービジョンのコ
ミュニケーション技法である「CMの気づきを促す質
問」について、知識で理解しているが、技術を習得で
きていないと感じていた。

３　主任介護支援専門員の人間関係に対する考えや思い
が，ＧＳＶの運営に影響していた。

４　事業所内におけるCMへの支援は、全員が実施してお
り、支持的・教育的な対応がされていたが、ＧＳＶを
活用した事例検討会を実施している者はいなかった。

５　ＧＳＶの技術を身につける方法として、研修を継続す
ること，新人CMの事例を行うこと，ＧＳＶの指導を
する第３者を置くこと，実施したＧＳＶの評価を行う
ことをあげていた。

　これらの結果から，効果的なスキルアップ研修のあり方
として，参加者の関係性に配慮したプログラム，スーパー
ビジョンに必要なコミュニケーション技術の習得，参加者
の主体的な参加とグループダイナミクスの活用，ＧＳＶの
評価を研修の中で行うことが重要であることがわかった。
　本研究の限界は、研修を実施する立場の研究者が，調査
対象者にインタビューを実施したものを研修評価のデータ
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にしているため，調査対象者が回答する際に心理的な影響
を与えている可能性があることである。
　課題としては、他自治体における研修の実態を把握する
こと，今回明らかになった方法を試行して評価することを
繰り返し，更に効果的な研修方法を追求していきたい。
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